
三 重 県
Mie Prefecture

担い手確保に向けた戦略的な取組
（入職・定着の支援）

令和４年１月３１日
公共事業運営課
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三 重 県
Mie Prefectureご意見を伺いたい項目

担い手確保に向けた取り組みを
より良くするためには、
どのようなことをすればよいか。
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三 重 県
Mie Prefecture１．建設業の現状

・県内建設業就業人口の減少が深刻。（若手入職者が激減）
・全体の約３割が６０歳以上で、１０年後には大半が引退。
・建設業の高卒就業者は約５割が３年以内に離職。

県内建設業就業者数
建設業の新規高校卒業者の３年目

までの離職状況
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出典：総務省「国勢調査」
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三 重 県
Mie Prefecture２．入職・定着しない原因

〇建設業の世間へのイメージや情報が昔のまま。

〇建設業のやりがいや魅力が伝わっていない。

＜入職しない理由＞
・建設業の事を知らない。（知る機会が無い）
・３K（きつい、汚い、危険）のイメージが強い。

＜若年就業者の主な離職理由＞
・自分がやりたい仕事とは異なる内容だった。（ミスマッチ）
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三 重 県
Mie Prefecture３．課題

「やりがい・魅力」
・多くの人と関わりながら、そこで暮らす人の安全・安心を守り社会に貢献。
・地図に残るものづくりに携わることができる。

・まちの風景や環境が変わる瞬間に立ち会うことができる。・・・etc

「イメージ」
・新３K「休暇・給与・希望」の実現に向けて取り組んでいる産業。

・ICTなど新技術の飛躍的な向上により、クリーンな職場環境。・・・etc
5

☐伝えたいこと

〇昔と違う今の建設業のイメージをどのように誰に伝えるのか。

〇建設業のやりがいや魅力はどうやれば伝わるのか。



三 重 県
Mie Prefecture３．課題解決に向けて

〇生徒や進路担当教諭への直接的なPRを展開し、
企業と生徒・先生の接触機会を創出。

担い手確保には

教育機関と建設企業との連携が不可欠！
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三 重 県
Mie Prefecture４．取組方針

（１）県立高校校長会へ要請（Ｒ２）
・高卒者の入職を確保するため、普通科高校へ拡大し、
出前授業等への参加を要請

（２）建設企業と高校（普通科）を個別訪問（Ｒ３）
・教育機関のキャリア教育に沿った取組
・企業取組への参加要請
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≪進路指導教諭等からの声≫
・建設企業との関係性を構築したい。
・生徒はSNS・WEBで情報収集する。
・先生が建設業を学び、
知る（企業リスト）機会が欲しい。

教育機関と建設企業との連携

≪建設企業からの声≫
・学校の敷居が高く訪問できない。
・学生に建設業を伝える機会が欲しい。

マッチング

支 援



三 重 県
Mie Prefecture４．取組方針

建設企業と教育機関の連携支援
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□教育機関のキャリア形成に対応した戦略的な取組

建設業を知る
・興味を持つ

建設企業を訪問
・体験する

建設企業と面談
・希望する

インターン
シップ

出前授業

現場見学会 就職説明会

求人票

１年生 ２年生 ３年生

高校生
小中学生

建設業への興味や
関心を高める。

現場
見学会 普通科

高校

工業系
高校

交流会（女子学生と女性技術者・教員と建設企業）

大学生

就職

進学

建設業

理系
（工学系）

文系

社会人

実習授業（工業系）

進学



三 重 県
Mie Prefecture５．取組事例（普通科高校への取組①）

出前授業
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普通科高校（R3.7）

・地域の主要産業である建設業について学ぶ機会を新たに２校開催

・出前授業をきっかけに現場見学会の実施(R3.11)も決定

現場を見てみたい！



三 重 県
Mie Prefecture５．取組事例（普通科高校への取組②）

現場見学会
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・普通科高校は、昨年より２校多い３校で開催。
・建設現場の体験により、建設業の魅力を発信！

普通科高校（R3.11）

今までは力仕事と思って
たけど、ドローンを使う
ところなど、建設業も楽
しそう。

土木系で良い会社をみつ
けれたらいいな。

出来上がった時には
達成感があり、すごくや
りがいのある仕事だ！



三 重 県
Mie Prefecture５．取組事例（工業系高校への取組①）

現場見学会
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工業系高校（R3.11）

・工業系高校は、７校で開催。
・新技術に触れ合う機会と即戦力の授業をマッチング。

VR体験今の時代の技術が建
設業でも活かされて
いるんだな。

現場見学会に参加して、
建設会社への就職も選択
肢に入れようと思った。



三 重 県
Mie Prefecture５．取組事例（工業系高校への取組②）

インターンシップ
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・例年 四日市工業、四日市中央工業、伊勢工業の生徒が参加。
・令和３年度は四日市工業、四日市中央工業の生徒が参加。

工業系高校（R3.11）

現場監督には、現場の人との連携など多くの
仕事があるので、責任感がいることを学んだ。

初めて使う機械や道具を色々体験することが
でき、就職に関する情報も数多く入手できた。



三 重 県
Mie Prefecture５．取組事例（工業系高校への取組③）

実習授業
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・高校と建設企業のニーズをマッチングした実習授業を開催。
・高校の未舗装箇所を企業と共同作業。

工業系高校（R4.１）

ローラーの運転
難しい！

はじめから出来上がりまで
、なかなか見ることが出来
ないので良かった。

舗装工事で特に気を付け
ることは何ですか？

安全に作業することです。
アスファルトはとても熱い
ので注意が必要です。



三 重 県
Mie Prefecture５．取組事例（工業系高校への取組④）

女子学生と女性技術者の交流会
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工業系高校（R3.12）

・女子学生、建設企業の女性技術者、県職員女性技師によるグループトーク。
・R3も継続し開催（四日市工業 12月開催）。伊勢工業とも開催を調整中。

やりがいを感じる
ときはどんな時で
すか？

給料は安定していま
すか？

私は、会社で初めての
女性技術者です。入社
後に産休制度を作って
くれました。

産休や育休はとれ
る環境ですか？



三 重 県
Mie Prefecture５．取組事例（小中学校への取組）

現場見学会
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中学校（R3.11）

・令和３年１２月まで３事務所で実施。
・伊賀建設事務所開催の見学会では、１９６名の生徒が測量機器、
小型機械の操作を体験。

・感染対策として３日間、２班を分けて開催。

機械の振動の強
さにびっくり！

レーザーを使って
正確な距離を計測
しているんだ！

歩いている人、自転
車のことを考えて安
全な道路を作ってく
れているんだ。

水の流れを考え
側溝を据えるの
は難しそうだけ
ど、面白そう！



三 重 県
Mie Prefecture６．取組事例（ＰＲ①）

□「インターンシップ受入事業所の案内(WEB)」登録促進(R2)
□建設業PR冊子の作成
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・建設業のPR冊子の作成を支援。
・建設業の１日の流れを掲載、インターンシップ等の協力事業所を掲載した冊子
を高校訪問時に配布。（２０校）

・訪問時のヒアリングにより内容を充実。



三 重 県
Mie Prefecture６．取組事例（ＰＲ②）

□写真展の開催
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（伊勢庁舎）

（桑名庁舎）

（百五銀行津駅前支店）

（県庁県民ホール）

・建設業の魅力を伝えるため受発注者から集めた写真を展示。
テーマ：「地域の建設企業（従業員）が県内の公共工事などで活躍している写真」

会 場：県庁、地域機関庁舎、百五銀行（令和３年度１２会場延べ１３２日開催予定）



三 重 県
Mie Prefecture６．取組事例（ＰＲ③）

□SNSを活用（HP、Twitter）し、広く魅力を発信
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三 重 県
Mie Prefecture７．今後の取組

□建設企業と教育機関との連携拡大の支援
・引き続き、高校個別訪問を継続的に実施。
・普通科高校教員と建設企業との交流会を開催。
（北勢地域を対象に３月中旬開催予定）

□業界団体のＰＲ資料等の充実を支援
・就職に必要な情報（学生のニーズが高い情報）を冊子に反映。

□SNS・ＨＰを活用し、随時、魅力を発信
・引き続き、写真展の開催などを掲載。

支援の充実
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三 重 県
Mie Prefecture７．今後の取組 ＰＲ資料充実のイメージ

「１日のスケジュール」

１日のスケ
ジュール

建設現場
の進捗管
理を行っ
ています

写真

建設現場
の進捗管
理を行っ
ています

写真

施工管理（土木） 施工管理（建築）

１日のスケ
ジュール

「キャリアアップ」
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三 重 県
Mie Prefectureご意見を伺いたい項目

担い手確保に向けた取り組みを
より良くするためには、
どのようなことをすればよいか。

●今、取り組んでいることへの提案
●今後の取組への提案 等
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